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特集３｜参加しよう！自治会活動

かかみがはらっこ｜鵜沼中学校

みんな集合｜アイビークラブ

クローズアップ｜藤田博之さん、田中亜季さん

各
務
原
台
地

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
探
る
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各務原市域の中央部を占め、独自の風土を形成してきた各務原台地
をテーマに、市の魅力を再発見するシンポジウムを開催します。地形・
植生・歴史など広範な分野から、台地とそこで暮らした人々の歩み
をひもときます。

詳細　歴史民俗資料館☎ 058-379-5055

知られざる魅力を探る

各務原台地各務原台地
を開催！シンポジウムシンポジウム

　

一
連
の
行
事
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
専
門
講
師
に
よ

る
基
調
講
演
や
、
各
界
の
専
門
講
師
を
交

え
た
各
務
原
台
地
の
魅
力
を
語
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

申
込
は
不
要
（
当
日
受
付
順
）
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
20
日
（
日
）

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

あ
す

か
ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

費
用　

５
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

　

こ
れ
ま
で
の
「
古
代

史
マ
イ
ス
タ
ー
」、「
戦

時
史
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

続
き
、
各
務
原
台
地
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
に
あ
た
っ
て
、「
各
務
原
台
地
マ
イ
ス

タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

　

各
務
原
台
地
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、「
各
務
原
台
地

マ
イ
ス
タ
ー
」
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
専

門
講
師
と
と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
計
画

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
程　

６
月
～
10
月
に
月
１
回
程
度

定
員　

30
人
（
選
考
）

申
込　

５
月
17
日
～
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
歴
史
民
俗
資
料
館

　

各
務
原
台
地
の
地
形
や
、
規
模
を
体
感

で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
は
10
月
ご
ろ
を
予
定
し
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
紙
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
て
、
７
月
か

ら
専
門
講
師
に
よ
る
基
礎
講
座
を
５
回
開

催
す
る
予
定
で
す
。

場
所　

中
央
図
書
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー

ル
（
那
加
門
前
町
３
）

定
員　

１
０
０
人
（
当
日
受
付
順
）

備
考　

日
程
や
内
容
な
ど
、
詳
細
が
決
定

次
第
、
広
報
紙
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

２
億
４
５
０
０
万
年
前
の
特
殊
な
地
層

を
は
じ
め
、
各
務
原
の
地
形
の
成
り
立
ち

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
小
井
土
由

光
・
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
の
案
内
で
見
学

し
ま
す
。

期
日　

①
８
月
21
日
②
９
月
18
日　

い
ず

れ
も
日
曜
日

対
象　

①
＝
小
学
生
②
＝
一
般

定
員　

各
30
人
（
申
込
順
）

費
用　

５
０
０
円

申
込　

５
月
17
日
～
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
歴
史
民
俗
資
料
館

　

各
務
原
台
地
は
、
東
西
約
９
㎞
、
南
北

約
２
㎞
に
わ
た
っ
て
広
が
り
、
市
役
所
や

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
も
こ
の
台
地
上
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
務
原
台
地
が
広
が
る
あ
た
り

は
、約
13
万
年
前
に
は
木
曽
川
の
河
口
で
、

川
が
運
ん
だ
砂
や
礫れ

き

が
台
地
の
基
礎
を
形

成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
球
規
模
の
気

候
変
化
に
よ
り
海
岸
線
が
低
下
す
る
と
、

川
の
流
れ
が
急
に
な
り
、
木
曽
川
や
長
良

川
の
浸
食
に
よ
っ
て
、
現
在
の
台
地
が
形

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
各
務
原
台
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、
私

た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気
な
く
目
に
し
て
い
る

身
近
な
台
地
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
発
見
し
て
い
く
試
み
で
す
。

　

各
界
の
専
門
家
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
関
連
行
事
も
あ
わ
せ
、「
各
務
原
台

地
」
を
探
求
す
る
機
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

縄
文
時
代
に
は
、
台
地

の
縁
辺
や
台
地
上
の
小
河

川
の
ほ
と
り
に
人
々
が
生

活
を
営
み
ま
し
た
。
稲
作

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
弥
生

時
代
以
降
は
、
水
利
を
求

め
て
生
活
の
場
は
台
地
の
下
に
移
っ
て
い

き
ま
す
。
農
業
技
術
が
進
歩
す
る
前
の
台

地
上
は
、
生
産
活
動
に
は
不
向
き
な
土
地

で
し
た
。
駅
名
に
も
残
る「
六
軒
」、「
二
十

軒
」
と
い
う
地
名
は
、
民
家
も
ま
ば
ら
な

台
地
上
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

長
ら
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
台
地
上
の

広
大
な
空
間
は
、
幕
末
の
大
砲
演
習
場
に

は
じ
ま
り
、
や
が
て
今
日
の
航
空
基
地
に

つ
な
が
る
飛
行
場
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

市
の
中
央
に
位
置
す
る

「
各
務
原
台
地
」

現
代
に
つ
な
が
る
台
地
の

歩
み

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら

ひ
も
と
く
台
地
の
姿

各
務
原
台
地
de
サ
イ
ク
リ
ン
グ

各
務
原
台
地
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

地
層
・
地
形
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー

各
務
原
台
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

各
務
原
台
地
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

写真などは、各事業のイメージです

各務原台地付近の地形図では、
市の中央にある、周りより高い
「各務原台地」の形がわかる

※
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
の
基
盤
情
報
図

を
使
用
し
て
い
ま
す

各務原台地を知る各務原台地を知る
シンポジウムと関連行事シンポジウムと関連行事

各務原台地
マイスター

各務原台地

▲炉畑遺跡
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かかみがはら航空宇宙科学博物館　先行リニューアル第１弾

シミュレーター 登場！
新型

など
詳細　かかみがはら航空宇宙科学博物館☎ 058-386-8500

5 月 12 日は民生委員・児童委員の日

あなたの身近な相談者

民生委員・児童委員

　

地
域
の「
つ
な
ぎ
役
」

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
は
、「
民

生
委
員
法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
地
域
か
ら
推
薦

さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、「
児
童
福
祉
法
」
に
定

め
る
「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
任
期
は
３
年
で
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談

に
乗
っ
た
り
、
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
は
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
主
な
役
割

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立

場
で
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
母
子
家
庭
な
ど

に
関
す
る
相
談
や
支
援
活
動

■
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
訪
問
や
、
児
童
・

生
徒
の
見
守
り

■
各
種
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
（
紙
お
む
つ
購

入
助
成
な
ど
）
の
申
請
補
助

■
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
校
な
ど

と
連
携
・
協
力
し
た
活
動

　

現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
推
進
中
の
博

物
館
に
、
先
行
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
１
弾
と

し
て
、「
航
空
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」や「
宇

宙
体
験
装
置
」
な
ど
を
新
た
に
設
置
！

　

こ
の
大
型
連
休
、
ご
家
族
や
お
友
達
と

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

備
考　

▼
入
館
料
の
み
で
利
用
可
▼
航
空

機
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
は
、
混
雑
時
、

整
理
券
を
配
布
す
る
場
合
あ
り

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

来
年
に
は
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎

え
、
全
国
で
約
23
万
人
が
活
動
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
。
市
内
で
は
現
在
、

２
２
３
人
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
自
宅
の
玄
関
に
は
、
写
真
の
よ

う
な
門
標
を
掲
げ
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
近
隣
の
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

委
員
は
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

相
談
で
き
ま
す
。「
近
く
の
委
員
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
方
は
、
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
は
委
員
の
全
国
一
斉
改
選

の
年
で
す
。
委
員
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
長
や

民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」で
あ
る

５
月
12
日
か
ら
１
週
間
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
。
皆
さ
ん
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
そ
の
活
動
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内

商
業
施
設
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
委
員
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実機展示場

宇宙展示

ウェルカムハウス

テーマハウス

新しい体験装置・展示で航空・宇宙に触れる！

ロケットエンジン・人工衛星の展示
H-Ⅱロケットのメインエンジ
ン「LE-7」と、人工衛星「きらり
（OICETS)」が各務原にやって
きました。迫力の展示を間近
で見てみましょう！

「はやぶさ2」ミッション体験
平成 26 年 12 月、小惑星「リュウグウ」に向けて
打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ 2」。
この体験装置では、体の動きをセンサーで感知、
体全体を使って「はやぶさ 2」
を操作します。
無事に小惑星のサンプルを
採取できるでしょうか？

航空機シミュレーター
ジェット機と旅客機、2種類のシミュレー
ターが登場！操縦桿を握り、パイロット
になりきって、アクロバット飛行や遊覧
飛行に挑戦。終了後は操縦ランクも表示
されます。

スペースシアター
（映像リニューアル）

航空機紹介映像
（映像リニューアル）

LE-7 きらり

ジェット機 旅客機

宇宙船設計体験
タッチパネルと大型モニターで、
宇宙船の設計から大気圏突入ま
でを疑似体験。何人の宇宙飛行士
を帰還させられるでしょうか？

「民生委員・児童委員」ってご存じですか？
民生委員・児童委員は、皆さんが毎日の生活を心安らかに送ることができるよう、市内でさま
ざまな活動を行っています。5月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です。この機会に、その
活動に触れてみませんか。

詳細　社会福祉課☎ 058-383-1125

（写真左）地域の子どもたちとの餅つき（中）「民生委
員・児童委員活動強化週間」に PR 活動を行う委員の
皆さん（右）福祉フェスティバルでのチャリティバザー
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

４
月
２
日
と
３
日
、
今
年
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、本
当
に
多
く
の
方
が
集
い
、

第
40
回
桜
ま
つ
り
「
20
万
人
の
広
場
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
、
市
民
公
園
の
南
西
エ
リ
ア

に
１
台
の
特
殊
車
両
が
展
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
皆
さ
ん
は
気
付
き
ま
し
た

か
。
そ
の
特
殊
車
両
と
は
、
耐
震
構
造

と
免
震
構
造
の
建
物
で
の
揺
れ
の
違
い

を
体
験
で
き
る
地
震
体
験
車
で
す
。

　

体
験
車
に
隣
接
し
た
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
多
く
の
市
民
の
方
に
新
庁
舎
建
設

に
関
す
る
認
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
案
）
の

概
要
を
は
じ
め
、
実
際
に
起
き
た
震
災

被
害
の
状
況
な
ど
、
地
震
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
免
震
構
造
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
勉
強
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
免
震
構
造
の
原
理

や
特
性
を
聞
き
、
実
際
の
施
工
例
を
見

る
と
と
も
に
、
設
置
後
の
維
持
管
理
に

関
す
る
説
明
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
専

門
的
な
内
容
も
多
く
含
ま
れ
、
免
震
構

造
に
関
す
る
知
識
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
最
後
に
は
、
こ
の
地
震
体

験
車
で
東
日
本
大
震
災
の
揺
れ
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
耐
震
構
造
と
免
震
構

造
の
双
方
の
揺
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
で
も
、
市
役

所
は
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
役
所

が
機
能
し
な
い
と
復
旧
・
復
興
は
な
か

な
か
進
ま
な
い
と
い
っ
た
体
験
談
も
聞

き
ま
す
。
地
震
を
は
じ
め
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
時
の
被
災
者
救
護
支

援
、
そ
の
後
の
復
旧
・
復
興
の
拠
点
と

な
る
の
が
市
庁
舎
の
使
命
で
す
。

　

熊
本
で
は
、大
き
な
地
震
が
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
被
災
し

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大規模地震の揺れ

市自治会連合会長
にインタビュー
川島　勝弘さん
（蘇原自治会連合会）

　私たちに最も身近な地域の集まりである「自治会」。地域のつながりを深め、誰もが安心して暮ら
せる住み良いまちをつくるために自治会があります。自治会活動を通じて、地域とつながり、普段か
ら気軽に話せて、頼り合える関係を築きましょう。

詳細　まちづくり推進課☎ 058-383-1662

　
　

   

自
治
会
の
活
動

　

自
治
会
で
は
、
お
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
親
睦
と
交

流
を
深
め
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
、
公
園
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
を
行

い
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
き
れ
い
に

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も
の
見

守
り
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理
な
ど
を
し
た

り
、
災
害
に
備
え
、
防
災
訓
練
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

写真上 . 市民清掃 写真下 . 自主防災訓練  

鈴木常男さん、みゆきさん夫妻
（川島松原町）

   

い
ざ
と
い
う
と
き
、
頼
り
に

   

な
る
の
は
「
ご
近
所
さ
ん
」

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
、
ご
近
所
の

方
で
す
。
日
頃
の
自
治
会
活
動
や
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
ご
近
所
同
士
の
関
係

が
密
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
頼
り
合
え
る

関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
地
域
の
情
報

や
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
自
治
会
回

   

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は

　

自
治
会
に
加
入
す
る
際
に
は
、
自
分
の

地
域
の
自
治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
治
会
長
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

参加しよう！自治会活動

　

市
に
は
、
現
在
３
８
８
の
自
治
会
が
あ

り
、
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
や
交
通
安

全
、
防
火
・
防
犯
・
防
災
な
ど
個
人
や
家

庭
だ
け
で
は
解
決
す
る
の
が
難
し
い
問
題

も
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で

力
を
合
わ
せ
、
解
決
し
て
い
ま
す
。

覧
や
、
地
域
の
会
合
な
ど
で
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
地
域
の
「
い
ま
」
を
知
り
、

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

アイデアいっぱい！こんな自治会活動しています

いざというときに助け合えるご近所づくり

「朝日町町史を編纂
さん

」
（朝日町自治会連合会）

　鵜沼朝日町が誇る歴史を紐解き、次世代に
引き継ぎたいという思いから、町史の出版を
行うことにしました。

　朝日町は、各務原東飛行場と航空整備学校の跡地に開拓者が入植し、開墾が始
まりました。それを機に農業や畜産業が定着しましたが、近年住宅建設や工場進
出が進み、現在に至っています。
　自分たちの町の変遷を見つめ直し、今後の発展のため、町の皆さんが「どのよ
うな朝日町を目指すべきなのか」参考になるような町史を出版し、次世代に引き
継いでいきます。

「稲羽川島歩こう大会」
（稲羽川島自治会連合会）

　稲羽・川島地区住民の健全な体の育成、近所の
方々と親睦を深めることを目的に計画しました。
361 人の方が参加し、川島笠田町のかさだ広場～
各務原大橋コースなどをウオーキングしました。

【参加者の声】
　自治会長を経験してから、自治会のイベ
ントなどに積極的に参加するようになりま
した。歩こう大会に参加して、ご近所の方
の顔を知ることができてよかったです。歩
きながら、参加者同士自然と会話が生まれ
て、地域のつながりができた気がします。

【
会
長
】
川
島
勝
弘
（
蘇
原
自
治
会
連
合

会
長
・
六
軒
中
第
２
）

【
副
会
長
】
川
瀬
勝
秀
（
稲
羽
川
島
自
治

会
連
合
会
長
・
渡
町
東
）、
河
尻
孝
治
（
那

加
自
治
会
連
合
会
長
・
雄
飛
ヶ
丘
４
）、

宝
島
一
雄
（
鵜
沼
自
治
会
連
合
会
長
・
朝

日
４
丁
目
西
）

【
会
計
】
川
島
髙
司
（
蘇
原
南
自
治
会
連

合
会
長
・
六
軒
西
第
２
）

【
監
事
】
曽
我
満
（
尾
崎
自
治
会
連
合
会

長
・
尾
崎
南
町
１
丁
目
）、
白
木
節
雄
（
各

務
自
治
会
連
合
会
長
・
須
衛
第
１
）

【
理
事
】
牧
田
博
明
（
那
加
第
１
自
治
会

連
合
会
長
・
野
畑
町
）、
末
松
誠
榮
（
那

  　

４
月
11
日
に
、「
第
１
回
市
自
治
会
連

合
会
役
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
18
人
の
新

役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
連
合

会
長
に
は
、
蘇
原
自
治
会
連
合
会
長
の
川

島
勝
弘
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
（
下
記
）。

　

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
年
間
、
自
治

会
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。
今
年
度
の
役
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

加
第
２
東
部
自
治
会
連
合
会
長
・
門
前
町

３
）、
篠
田
勲
（
那
加
第
３
自
治
会
連
合

会
長
・
本
町
）、
岩
田
俊
美
（
稲
羽
西
自

治
会
連
合
会
長
・
大
野
町
）、
日
比
野
定

實（
稲
羽
東
自
治
会
連
合
会
長
・
両
内
野
）、

梶
田
信
弘（
鵜
沼
第
１
自
治
会
連
合
会
長
・

小
伊
木
）、
岩
田
義
廣
（
鵜
沼
第
２
自
治

会
連
合
会
長
・
各
務
原
４
丁
目
東
）、
小

島
清
治
（
鵜
沼
第
３
自
治
会
連
合
会
長
・

新
鵜
沼
台
第
５
）、
宮
崎
碩
夫
（
緑
苑
自

治
会
連
合
会
長
・
緑
苑
西
２
丁
目
）、
尾

崎
利
春（
八
木
山
自
治
会
連
合
会
長
・
松
ヶ

丘
連
合
）、
西
村
順
造
（
蘇
原
北
自
治
会

連
合
会
長
・
古
市
場
町
西
）

　自治会活動も、前年踏襲ではなく、内
容をしっかりと精査していきたいです。
自治会として市をバックアップし、行政
の円滑な運営に協力していきます。

自役

連覧

会一

会

治員

合

28年度
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

期日　6 月 17 日、7 月 15 日　
いずれも金曜日
場所　岐阜カンツリー倶楽部

（蘇原北山町）
定員　各 30 組（申込順）
競技方法　18 ホール、ストロー
クプレー、ダブルぺリア、キャ
ディ・乗用カートが付きます
費用　

△

メンバー＝1 万 916 円

△

ゲスト＝1 万 3076 円（飲食代別）
備考　7 月 29 日に本予選を開
催します
申込と詳細　岐阜カンツリー倶
楽部☎ 058-382-1121

県民スポーツ大会
ゴルフプレ予選会

　市内の公園や広場などで花か
ざりを行っている団体に、花の
苗を配付しますので、ぜひご参
加ください。
期日　

△

6 月 10 日（金）＝かか
みがはら航空宇宙科学博物館駐
車場

△

11 日（土）＝市役所本庁
舎東駐車場

△

13 日（月）＝日本
ラインうぬまの森駐車場
対象　公園や広場、道路沿いな
どで花壇を管理している自治
会、子ども会、シニアクラブ、
花の愛好団体など
花の種類　日々草（赤・白）、日々
草（白）、メランポジューム（黄）、
ブルーサルビア（青）
申込と詳細　5 月 16 日（消印
有効）までに、河川公園課、市
民サービスセンターにある申込
書に記入し、直接または郵送で
〒 504-8555 那加桜町 1-69、河
川公園課☎ 058-383-1533

花かざり団体へ
花の苗を配布

日時　6 月 4 日（土）　18:30 ～
場所　那加中学校（那加東亜町）
対象　市内在住、在勤、在学の方
内容　スポーツガラッキー、カ
ローリング
申込と詳細　5 月 18 日までに
各校区スポーツ推進委員または
スポーツ課☎ 058-383-1231

軽スポーツ交流会

日時　5 月 21 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化セ
ンター 2 階第 3 会
議室（那加桜町 2）
内 容　「川べりの
歴史～坊の塚古墳
と鵜沼古市場遺跡～」大熊茂弘・
市歴史民俗資料館長
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原歴史研究会
講演会

期 間　7 月 1 日 ～ 平 成 29 年 6
月 30 日（制度改正などで期間
満了以前に終了の場合あり）
対象　

△

20 歳以上で木曽川付
近に在住の方

△

川に接する機会
が多く河川愛護に関心のある方
定員　5 人（選考）
備考　手当未定（平成 27 年度
は月額 4580 円）
申込と詳細　5 月 9 日～ 25 日に
木曽川上流河川事務所☎ 058-
251-1326

河川愛護モニター

　小型ポンプ操法の技術を競い
ます。ぜひ応援に来てください。
日時・場所　

△

5・6 分団（鵜
沼地区）＝ 5 月 15 日（日）　8:00
～、鵜一小グラウンド

△

9・10
分団（川島地区）＝ 5 月 21 日（土）
19:00 ～、 川島小中学校グラウン
ド

△

3・4 分団（稲羽地区）＝ 5
月 22 日（日）　7:30 ～、稲羽西
小グラウンド

△

7・8 分団（蘇原
地区）＝ 5 月 22 日（日）　8:30
～、蘇一小グラウンド 

△  

1・2 分
団（那加地区）＝ 5 月 29 日（日）
7:30 ～ 、那加二小グラウンド
詳細　消防本部総務課☎ 058-3
82-3136

地区消防団操法大会
（小型ポンプ操法）

日程　6 月 9 日（木）　9:15 産業
文化センター 1 階ロビー集合、
13:00 ごろ岐阜基地正門前解散
場所　航空自衛隊岐阜基地
対象　市内在住の日本国籍を有
する成人
定員　40 人（申込順）
費用　950 円（当日支払、昼食代・
保険料など含む）
備考　

△

キャンセルの場合はキャ
ンセル料がかかります

△

基地緊
急時は中止の可能性があります
申込と詳細　5 月 10 日（必着）
までに、「住所、氏名、ふりがな、
年齢、生年月日、電話番号、職
業、会社名」を記入して、往復
はがき（同一住所につき連名申
込可）で、〒 509-0116 緑苑西
2-81、NPO 団体各務原まちづく
り・水野☎ 058-370-0117

航空自衛隊
岐阜基地見学

　昔から市内の農家で行われて
きた養

ようさん

蚕。「おかいこさま」を
育て、絹糸をとった暮らしを学
び、体験します。
日時　5 月 28 日（土）　13:00 ～
16:00（雨天決行）
場所　中央図書館北側（那加門
前町 3）集合
対象　小学 3 年生～中学生とそ
の保護者
定員　10 組（申込順）
内容　今と昔の養蚕の見学、蚕
の餌やり体験
申込と詳細　メール bunka@city.
kakamigahara.gifu.jp または文化
財課☎ 058-383-1475

各務原寺子屋事業
「かいこってすごい」

　毎年、秋に開催していた高齢
者体力測定大会を、今年より春
と秋の 2 回開催します。現在の
基礎体力を知り、秋に再測定す
ることで自分の取り組みの成果
や体力の変化を知ることができ
ます。ぜひご参加ください。

【高齢者生きがいセンター稲田
園（須衛）】
期日　5 月 19 日（木）
備考　駐車場に限りがあります
ので、乗り合わせ、もしくはふ
れあいタクシーをご利用くださ
い（ふれあいタクシーは予約制）

【総合体育館（那加太平町 2）】
期日　5 月 20 日（金）

【共通事項】
時間　9:00 ～ 11:30
対象　60 歳以上で医師による
運動制限を受けていない方
定員　各 150 人（申込順）
持参品　運動のできる服装、タ
オル、飲料水、総合体育館のみ
運動靴（上履き）
申込と詳細　5 月 2 日～ 13 日
に高齢福祉課☎ 058-383-2124

高齢者体力測定大会

　かかみ野の里山で自然にふれあい、春の思い出を作ろう！今年はヨーガ教室とミニ SL 乗車会を新たに開
催します。大人から子どもまで、楽しめるイベントです。ぜひご家族でお越しください。

内容　

△

遊びコーナー（竹すべり台・竹馬・竹水
鉄砲・輪投げ・けん玉など）

△

紙しばい公演（①
11:30 ～② 13:00 ～③ 14:00 ～、各 30 分程度）

△

お茶会（定員 200 人・申込順、費用 100 円）

△

遺
産の森オリエンテーリング体験（受付 14:00 まで）△

フォトコンテスト

△

製作コーナー（定員 150 人・
申込順）

△

竹細工作り（竹笛・竹とんぼなど）、販
売コーナー（有料）

△

出前図書館

△

たけのこ汁ふ
るまい（11:00 ～、 先着 200 人）

△

飲食コーナー（有

  5 月14 日（土）　10:00 ～ 15:00（雨天決行）　各務野自然遺産の森（各務字車洞）

家族みんなで楽しもう！

第 12 回　たけのこまつり

日時　6 月 4 日（土）　15:00 ～
16:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　50 人（申込順）
内容　「本気で世界ブランド」
浅野雅己・浅野撚糸株式会社代
表取締役社長
申込　5 月 27 日までに、メー
ル kia@city.kakamigahara.gifu.
jp または    058-389-0765
詳細　各務原国際協会☎ 058-
383-1426

各務原国際協会
総会講演会

広報紙の記載について

　広報紙の文中では、下記の
とおり記載しています。

▽「対象」の記載がないもの＝
どなたでも参加できます ▽

「費用」の記載がないもの＝
無料です ▽申込順＝申込期間
内でも、定員に達した時点で
申し込みを締め切ります ▽抽
選＝定員を超えた場合、抽選
で参加者を決定します ▽「申
込」の記載のないもの＝参加
にあたり、担当課などへの予
約や申込は不要です

　 市 民 体 育 大 会
で、写真判定シス
テムを取り扱うた
めの講習会を実施
します。
　講習に参加した団体には、大
会などの使用に限り、貸し出し
を行います。
日時　5 月 22 日（日）　7:30 ～
15:00（小雨決行）
場所　総合運動公園第 4 種公認
陸上競技場（下中屋町）
対象　写真判定装置を今後使用
する団体（装置の特性上、1 団
体 2 人以上の参加が必要）
備考　

△

写真判定装置は総合運
動公園の陸上競技場のみ使用可
能

△

未成年者は保護者の承諾が
必要
申込と詳細　5 月 17 日までに
団体名などをスポーツ課　058-
389-0218 ☎ 058-383-1231

写真判定装置
講習会

料）

△

ヨーガ教室（定員 50 人・申込順、運動着持参）△

ミニ SL 乗車会（12:00 ～ 13:00 を除く終日、雨
天中止）
備考　

△

会場内の駐車場には限りがあります。臨
時駐車場（各務小学校・各務おがせ
町 4）をご利用ください

△

無料シャ
トルバスを臨時駐車場～会場間で
運行します（9:45 ～ 15 分間隔）
詳細　河川公園課☎ 058-383-1531

FAX

FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　5 月 1 日～ 6 月 30 日は、不
正大麻・けし撲滅運動期間です。
大麻・けしなどの薬物乱用は、
心身を破壊するだけでなく、他
人への暴力行為や、さまざまな
犯罪を引き起こすなど、社会に
多くの弊害をもたらします。
　大麻・けし（自生も含む）を
発見した場合は、下記までご連
絡ください。
詳細　

△

岐阜保健所☎ 058-380-
3001

△

各務原警察署☎ 058-38
3-0110

不正大麻・けし
撲滅運動

【市税】　 ▽ 休日相談日時＝ 5
月 15 日（日）　10:00 ～ 17:00 ▽

夜間相談日時＝ 5 月 10 日～ 13
日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】　 ▽ 休日相談
日時＝ 5 月 15 日（日）　13:00 ～
17:00 ▽ 夜間相談日時＝ 5 月 10
日～13 日・16 日　17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

5 月の休日・夜間
納付相談

　軽自動車税の納税通知書は 5
月 11 日発送予定です。納期限
内は、金融機関だけでなく、主
なコンビニエンスストアでも納
付できます。また、平成 28 年
度からインターネットを利用し
て、クレジットカードでも納付
できるようになりました（税額

【原動機付自転車・二輪車など】

軽自動車税
納期限は 5月31日

車種 排気量など 税額

原動機付自転車

50cc 以下 2000 円
50cc 超 90cc 以下 2000 円
90cc 超 125cc 以下 2400 円
ミニカー 3700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2400 円
その他の作業用 5900 円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 3600 円
小型二輪 250cc を超えるもの 6000 円

　 市 ウ ェ ブ サ
イトの「みんな
のフォトギャラ
リ ー」 の コ ー
ナーでは、皆さ
んが撮影した市
内の風景を紹介しています。
　第 17 回の作品を募集します！
テーマは「新緑の風景」です。
緑が美しくきらめく、初夏の風
景を募集します。皆さんの力作
をお待ちしています。
応募締切　7 月 8 日（金）
備考　応募要項は市ウェブサイ
トをご覧ください
詳 細　 秘 書 広 報 課 ☎ 058-383-
1111 内線 2152

「新緑の風景」を
募集します

　地震に強い安全な街づくりの
ため、助成事業を行っています。

【無料耐震診断】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅（木造
軸組構法、枠組壁工法または伝
統的構法で建築されているもの）
定員　150 棟（申込順）

【耐震補強工事の補助】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅で、耐
震診断の結果、上部構造評点が
1.0 未満と診断され、一定の基
準を満たす補強工事
定員　20 戸、または予算範囲
内（抽選）
受付期間　5 月 6 日～ 13 日

【建築物耐震診断の補助】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅以外の
建築物
助成金額　診断費用の 2/3 以内

（限度額 100 万円、一戸建て住
宅は限度額 8 万 6000 円）
定員　予算範囲内（申込順）
受付期間　5 月 6 日～

【共通事項】
申込と詳細　建築指導課☎ 058-
383-1111 内線 2711

無料住宅耐震診断
と耐震補強工事

　岐阜基地では、航空機の高度、
速度などに関する機器のデータ取
得のため早朝飛行を実施します。
　本飛行は、精密な測定が求め
られているため、1 日の中で視
界が良く、最も大気の安定して
いる早朝の時間帯に実施する必
要があります。
　市街地上空では、極端な低空
飛行を避けるなど、飛行安全や
騒音には十分配慮していますの
で、ご理解をお願いします。
日 時　5 月 9 日（ 月 ）　7:00 ～
9:00（予備日　5 月 10 日～ 13
日）
場所　岐阜基地周辺空域
経路　岐阜基地の西側から進入
し、滑走路上を低空で飛行した
後、基地南側（木曽川上空）を
経由し再度西側から進入する周
回経路
機種　XC-2 輸送機（次期輸送
機 ）1 機、T-4 航 空 機 ま た は
C-1 航空機 1 機
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地早朝飛行

　 インターネットで行われる通
信のうち、個人情報などを伴う
ものは、内容保護のため「暗号化」
が行われています。現在、セキュ
リティ向上のため、世界的に安
全性の高い暗号化の仕様に順次
切り替えられており、市の「情
報メール」でも 11 月に切り替え
を予定しています。

【切り替えに伴う影響】
　一部の携帯電話で、平成 28
年 11 月下旬以降に新規登録や
退会、登録情報変更のページを
表示できないなどの影響が出る
可能性があります。
対象　2009 年以前発売の携帯
電話など
備考　 ▽ 切り替え後もメールの
受信は可能です ▽ 対象機種の詳
細は、各携帯電話会社のウェブ
サイトなどでご確認ください
詳 細　 秘 書 広 報 課 ☎ 058-383-
1111 内線 2151

「市情報メール」に
関するお知らせ

車種 ①旧税率 ②新税率 ③重課税率
軽三輪 3100 円 3900 円 4600 円

軽
四
輪

乗
用

営業用 5500 円 6900 円 8200 円
自家用 7200 円 1 万 800 円 1 万 2900 円

貨
物

営業用 3000 円 3800 円 4500 円
自家用 4000 円 5000 円 6000 円

①初度検査年月が平成 27 年 3 月以前の車両は旧税率を適用（③に該当するもの
を除く）
②初度検査年月が平成 27 年 4 月以後の車両は新税率を適用 ※ 排ガス性能および
燃費性能の優れた環境負荷の小さい車両については、平成 28 年度に限り軽減税
率が適用されます。下記の軽減税率表を参照
③初度検査年月から 13 年を経過したものについて、平成 28 年度課税分から重課
税率を適用（被けん引車を除く。平成 28 年度の対象は、初度検査年月が平成 14
年以前の車両） ※初度検査年月は車検証に記載

に応じて所定の決済手数料が必
要）。また、自動車税の納税通
知書は県から 5 月 6 日発送予定
です。両税とも必ず納期限の 5
月 31 日までにお納めください。
備考　問い合わせは平日 8:30 ～
17:15
詳細　

△

軽自動車税＝税務課
☎ 058-383-4703

△

自動車税 =
県自動車税事務所☎ 058-279-
3781

車種 ① ② ③
軽三輪 1000 円 2000 円 3000 円

軽
四
輪

乗
用

営業用 1800 円 3500 円 5200 円
自家用 2700 円 5400 円 8100 円

貨
物

営業用 1000 円 1900 円 2900 円
自家用 1300 円 2500 円 3800 円

①電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
② ▽乗用＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基 +20％
達成車 ▽貨物＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準
+35％達成車
③ ▽乗用＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成
車 ▽貨物＝平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基 +15％
達成車
※②および③は、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限る

【軽自動車】

【軽自動車（軽減税率）】

　総務省と経済産業省は、平成
28 年 6 月 1 日を基準日とした、

「平成 28 年経済センサスー活
動調査」を実施します。全国の
すべての事業所や企業が対象に
なります。

【調査にご回答ください】
　「経済センサスー活動調査」
の結果は、国や地方公共団体で
の行政施策の立案や、民間企業
での経営計画の策定など、社会
経済の発展を支える基礎資料と
して広く活用されます。この調
査は、調査員がお伺いして調査
票を回収する方法のほか、イン
ターネットを利用したオンライ
ン回答もできます。インター
ネットでの回答は、セキュリ
ティ面や、簡単な作業、24 時
間いつでも対応可能など、多く
のメリットがあります。
　調査書類は 5 月中旬から調査
員がお届けします。
詳 細　総務課☎ 058-383-1111
内線 2205

経済センサス―活動
調査を実施します

　

　各務原都市計画の区域区分を
変更しました。区域区分とは、
市街化区域と市街化調整区域と
の区分のことです。また、区域
区分の変更に伴い、用途地域も
変更しました。
市街化区域になる場所　鵜沼三
ツ池地区（工業専用地域）
市街化調整区域になる場所　蘇
原花園町外地区、鵜沼大安寺町
外地区（用途指定なし）
備考　市のウェブサイトや都市
計画課の窓口で図書を閲覧する
ことができます　
詳 細　都市計画課☎ 058-383-
1111 内線 2732

都市計画の変更に
関するお知らせ
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

子ども 110 番の家

　「子ども 110 番の家」は、子ど
もたちが不審者の「声かけ」な
どで不安を感じたときに保護し、
警察などに連絡する制度です。
　玄関や店先に設置された「子
ども 110 番の家」のプレートは、
子どもに安心感を与え、犯罪へ
の大きな抑止力にもなります。
皆さんのご協力をお願いします。
詳 細　 学 校 教 育 課 ☎ 058-383-
1118

テクノプラザ
CAD研修

【CATIA V5 入門】
期日　5 月 13 日（金） 
費用　3600 円 

【Creo 基礎】
期間　5 月 11 日～13 日 （3 日間）
費用　2 万 4100 円

【Creo 図面】
期日　5 月 18 日（水）
費用　1 万 4100 円　

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

日時　6 月 1 日（水）・2 日（木）
いずれも 9:00 ～ 17:00
場所　各務原勤労会館（那加雲
雀町）
対象　市内在勤または在住の方
定員　60 人（申込順）
費用　4000 円（テキスト代・当
日支払）
申込と詳細　5 月 24 日までに、
受講申込書（市ウェブサイトか
らダウンロード可）に写真（縦
3.5cm ×横 3cm）1 枚を添えて、
市内消防署または消防本部予防
課☎ 058-382-3137

第 1回甲種防火
管理新規講習

　公共施設や住宅
地に近い農地・街
路樹などでの農薬
散布は、多くの人
に健康被害を与え
る可能性があります。こうした
場所で農薬を使用する場合は、
農薬の飛散防止など、周辺住民
への配慮が必要です。

【農薬により健康被害を受ける
ことがあります】
　農薬は、使い方を誤れば自ら
の健康を損なうばかりでなく、
周辺の住民に健康被害を与える
ことがあります。
　農薬を使うときは、保護メガ
ネやマスクで自らの被害を防止
すると同時に、周囲への影響に
ついても十分配慮しましょう。

【健康被害防止のために】
①栽培前に、病害虫に強い作物
や品種を検討しましょう②観察
や見回りで、病害虫・雑草の早
期発見に努めましょう③剪定・
捕殺など物理的防除を優先しま
しょう④やむを得ず農薬を使用
する場合は、飛散が少ない剤型
を選択するなど、飛散防止対策
を徹底するとともに、周辺住民
への周知を行いましょう。
詳細　農政課☎ 058-383-1130

ちょっと待って！
住宅地の農薬散布

対象　平成 28 年 5 月 5 日を基
準に、次のすべてに該当する方
①「母子及び父子並びに寡婦福
祉法」に定める配偶者のない方

（児童扶養手当法に定める養育
者を含む）②市の住民基本台帳
に登録されている方③義務教育
修了前の児童を養育している方
金額　児童 1 人につき年 6000 円
備考　期限を過ぎてからの申請
は受け付けできません
申込と詳細　5 月 20 日（消印
有効）までに戸籍謄本（本籍が
市内の方、母子・父子医療受給
者の方は不要）と印鑑を持参し
子育て支援課☎ 058-383-1131

ひとり親家庭に
すこやか手当金

　市では、親世帯が市内に居住
し、かつ市内に新たに住居を建
築（購入）し、転入する子世帯
に 10 万円をお渡ししています。
　申請する方は、対象となる住
宅と申請受付期間が決まってい
ますので、申請忘れなどにご注
意ください。
期間　建物の引渡しを受けた日
が属する月の翌月から 6 カ月以
内（例えば平成28 年3 月15 日で
新築の場合、翌月の 4 月から起
算して平成 28 年 9 月30 日まで）
対 象　 平 成 28 年 3 月 31 日 ま
でに引渡しを受けた、耐震性を
有する住宅（注文住宅は表題登
記における新築年月日、分譲住
宅と中古住宅は所有権保存の受
付年月日が基準）
金額　10 万円（1 回限り）
備考　

△

制度詳細は http://ww
w.city.kakamigahara.lg.jp/life/
sumai/006560.html

△

期限日を
過ぎての申請はできません
詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-1426

定住奨励金の申請
忘れにご注意を

　高齢者向け給付金制度が新た
にスタートします。
受付期間　5 月 9 日～ 8 月 9 日
9:00 ～ 17:00　（6 月 8 日 ～ 13
日は除く）
受付会場　総合福祉会館 3 階会
議室 3（那加桜町 2）
対 象　 平 成 29 年 3 月 31 日 時
点で 65 歳以上の方で、平成 27
年度分の住民税が課税されてい
ない方（課税されている方に扶
養されている方、生活保護を受
給している方などは除く）
金額　1 人につき 3 万円
必要書類　申請書（4 月下旬以
降に対象と思われる世帯に郵
送）、運転免許証や健康保険証
の写しなど本人確認できる書
類、必要のある方のみ指定口座
の確認書類と非課税証明書
申込　8 月 9 日（消印有効）ま
でに必要書類を郵送で〒 504-
8555 那加桜町 1-69、福祉総務
課「高齢者向け給付金」窓口ま
たは、直接上記受付会場
備考　同給付金を装った振り込
め詐欺や個人情報の搾取にご注
意ください
詳細　給付金専用ダイヤル☎
058-383-1972

年金生活者等支援
臨時福祉給付金

　 平成 27 年度に
「清流の国ぎふ森

林・環境基金事業」
を活用して、市内
団地周辺の里山の
危険な樹木や、支障となる樹木・
竹林の間伐を行いました。
　今後も基金を活用して、市内
の山林整備をできる限り進めて
いきます。
詳細　管財課☎ 058-383-1467

環境基金事業を
活用しました

点訳・音訳奉仕員
養成講習会

日程　

△

点訳講習会 = ① 6 月
16 日 ～ 平 成 29 年 3 月 の 木 曜
日　13:00 ～ 15:00

△

音訳講習
会 = ② 6 月 15 日～平成 29 年
3 月 の 水曜日③ 6 月 16 日～平
成 29 年 3 月の金曜日　10:00 ～
12:00（各全 29 回）
場所　

△

①③＝視覚障害者生活
情報センターぎふ（岐阜市梅河
町 1-4）

△

②＝池田町中央公民
館（揖斐郡池田町六之井 1455-
1）
対象　ボランティア希望で 65
歳以下の方
定員　各 20 人（申込順）
申込と詳細　5 月 25 日までに、
視覚障害者生活情報センターぎ
ふ　 058-266-6369 ☎ 058-263-
1310 

FAX

　生活習慣病予防や筋力アップ
に効果的な体操をします。ぜひ
ご参加ください。
日程　① 5 月 25 日～ 7 月 6 日
の水曜日　9:15 ～ 10:45 ＝那加
西福祉センター（那加手力町）
② 5 月 27 日～ 7 月 8 日の金曜
日　13:15 ～ 14:45 ＝ 蘇 原 福 祉
センター（蘇原吉新町 2）③ 5
月 23 日～ 7 月 11
日の月曜日（5 月
30 日除く）13:15
～ 14:45 ＝鵜沼東
福祉センター（鵜
沼山崎町 4）（各全
7 回、祝日除く）
対象　各務原市国民健康保険加
入者
定員　各 30 人（抽選）
講師　武藤孝子・各務原健体康
心会代表
持参品　バスタオル、体操がで
きる服装
申込と詳細　5 月 13 日までに医
療保険課☎ 058-383-1099

国保健康づくり
講座

　市内指定医療機関で、新たに
結核検診を始めます。費用は無
料です。
期 日　6 月 1 日 ～ 平 成 29 年 2
月 28 日
対象　市に住民登録があり、年
度末に 65 歳以上の方。ただし、
次に該当する方を除く①今年 4
月以降に胸部エックス線検査を
受けた②肺疾患で現在治療中ま
たは通院中③職場などで受診す
る機会がある④血痰が 6 カ月以
内にあった
内容　胸部エックス線検査
申込　直接、市内指定医療機関
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

結核検診を
始めます

　市では、短文投稿サイト「ツ
イッター」で、市からのお知ら
せやイベント情報などを提供し
ています。
　また、緊急時には避難所の開
設や被害状況などの防災情報の
ツイートも行う予定です。ぜひ
フォローをお願いします。
アカウント　@kakamigahara_
PR
詳 細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2152

フォローしてね！
市公式ツイッター

PTA ボランティア
養成講座

　知的障がいや自閉症など、発
達障がいのある子どもたちが暮
らしやすい社会になるように、
地域の理解者や支援者を増やす
ことを目的とした講座を開催し
ます。
日時　6 月 25 日、7 月 9 日、10
月 1 日、11 月 5 日　いずれも土
曜日　13:00 ～ 16:00（全 4 回）
場所　県立中濃特別支援学校

（関市桐ヶ丘 2-3）
対象　高校生以上
定員　30 人（申込順）
申込と詳細　５月 16 日～ 6 月
3 日に、「氏名、ふりがな、性
別、生年月日、年齢、職業（学
校名・学年）、住所、電話番号、
メールアドレス、ボランティア
保険加入の有無、講座希望理
由」を記入し、〒 501-3938 関
市桐ヶ丘 2-3、県立中濃特別支
援学校渉外部☎ 0575-24-1773 
　 0575-24-6265FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　5 月 17 日（火）13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　

△

予約制です

△

社会福祉
制度の相談なども受け付けます
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

　人工授精に関わる保険適用外の
不妊治療費に対して助成します。
対 象　

△

平成 28 年
3 月 1 日以降の一般
不妊治療のうち、保
険適用外の治療費

△

対象者は夫婦のいず
れかが市内に住所を有する方。
ただし、夫婦の前年所得（1 ～
5 月に申請する場合は前々年所
得）の合計額が730 万円未満の方
助成額　1 年度につき、保険適
用外の治療費用の 1/2（上限 5
万円、千円未満は切り捨て）
申込　平成 28 年 3 月～平成 29
年 2 月の治療分を１年度分とし
て、平成 29 年 3 月までに申請
してください。
備考　申請には、市様式の申請
書（市ウェブサイトからダウン
ロード可能）と医師の受診証明
書などが必要
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

一般不妊治療費を
助成します

　身近なボランティア活動であ
る「献血」にご協力ください。

備考　400mL 限定
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
7570

6 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

6 月 11 日
（土）

 9:30 ～ 12:00 アピタ
各務原店13:30 ～ 16:00

【乳がん検診】
期 日　6 月 1 日 ～ 平 成 29 年 2
月 3 日の月・水・金曜日（祝日、
年末年始などを除く）
受付時間　13:20 ～ 14:00
対象　市に住民登録があり、受
診時に満 40 歳以上の女性。た
だし、次に該当する方は検診を
受けられません①職場などで受
診する機会がある②乳房に関す
る病気で治療中または経過観察
中③乳がんで既往歴がある、ま
たは治療中、経過観察中④妊娠
中、授乳中、断乳後 1 年を経過
していない⑤ペースメーカーな
ど医療機器を上半身に装着⑥豊
胸術を受けた⑦この１年以内に
マンモグラフィ検査受診済（昨
年度市の乳がん検診を受けた方
は不可）
定員　1 日 35 人（申込順）
内容　問診、視触診、乳房エッ
クス線検査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
申込期限　11 月 30 日

【肺がん・結核検診】
期日　6 月 1 日～ 11 月 30 日の
月・水・金曜日（祝日などを除く）
受付時間　14:15 ～ 14:45
対象　市に住民登録があり、受
診時に満 40 歳以上の方。ただ
し、次に該当する方は不可①今
年 4 月以降に胸部エックス線検
査を受けた②肺疾患で現在治療
中または通院中③職場などで受
診する機会がある④妊娠の可能
性がある
定員　1 日 25 人（申込順）
内容　胸部エックス線検査、喀

かくたん

痰
細胞診（喫煙などで必要と認めた
方のみ）
費 用　

△

40 ～ 64 歳 ( 年度末 )
＝ 1000 円（当日支払）

△

65 歳
以上＝無料

△

喀
かくたん

痰細胞診を受け
る方は別途 1000 円

乳がん検診
肺がん・結核検診

6月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをしてお出
かけください（歯の汚れの検査
あり）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（5 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

期日 場所 対象出生児

6 月 1 日
（水） 総合

福祉会館

平成 28 年
1 月 1 ～ 15 日

6 月 2 日
（木）

平成 28 年
1 月 16 ～ 31 日

6 月 3 日
（金）

あさひ
子ども館

平成 28 年 1 月

ト（記入済）を持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30（12:30
～整理券を配布）
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区・稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区・稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助がありま
す。詳しくは下記へ
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

期日 場所 対象出生児

6 月 27 日
（月）

総合
福祉会館

平成 27 年 7 月
6 月 28 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

6 月 6 日
（月） 総合

福祉会館

平成 26 年
11 月 1 ～ 15 日

6 月 7 日
（火）

平成 26 年
11 月 16 ～ 30 日

6 月 8 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 26 年 11 月

期日 場所 対象出生児

6 月 21 日
（火） 総合

福祉会館

平成 25 年
5 月 1 ～ 15 日

6 月 22 日
（水）

平成 25 年
5 月 16 ～ 31 日

6 月 23 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 25 年 5 月

申込期限　10 月 31 日
【共通事項】

場所　東海中央病院 2 階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
備考　

△

予約制です ▽両方希望
される方は一緒にお申し込みく
ださい ▽生活保護世帯の方は無
料になります。検診前に下記へ
お問い合わせください
申込と詳細　5 月 10 日～電話な
どで健康管理課☎ 058-383-1116

日時　5 月 29 日（日） 　9:30 ～
11:00（受付 9:00 ～ 9:30）
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
対 象　分娩予定日が 8 月 1 日
～ 10 月 31 日の妊婦と家族
定員　160 人程度（申込順）
内容　親子の愛着と情緒関係、
抱っこのポイント、乳幼児の発
達、赤ちゃんとの生活イメー
ジ な ど（ 希 望 者 に は 11:00 ～
11:45 に体験を実施）
講師　心療内科医師、助産師、
保健師
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、出席カード（持っている方）
備考　動きやすい服装で参加し
てください
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神障がい者
グループワーク

日時　祝日を除く月～金曜日　
9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階　
相談室（那加桜町 2）
対象　悩み、心配事をもつ市内
在住の児童生徒または保護者　
申込と詳細　祝日を除く毎週
火～金曜日　13:00 ～ 16:00 に
あすなろ教育支援センター☎
058-383-1487

あすなろ教育相談

対象　

△

平成 28 年 4 月 1 日以
降の特定不妊治療のうち、保険
適用外の治療費

△

県特定不妊治
療費助成事業による助成の承認
を受けており、他の市町村で同
一の助成を受けていない方

△

対
象者は申請の 1 年以上前から
市内に住所を有する方。ただし、
夫婦の前年所得（1 ～ 5 月に申
請する場合は前々年所得）の合
計額が 730 万円未満の方
助成額　県特定不妊治療助成額
を控除した額。ただし、県特定
不妊治療助成金額 15 万円（初
回助成 30 万円が上限）の治療
に対しては 10 万円とし、7 万
5000 円が上限の治療について
は 5 万円を上限に助成する。ま
た、特定不妊治療の一環として、
精子を精巣又は精巣上体から採
取するための「男性不妊治療」
を実施した場合は、県特定不妊
治療助成額を控除した額の 1/2

（上限 3 万円）を上乗せして助
成する
助成回数　過去に受けた助成も
含め、通算助成回数までとする△

妻の年齢が 39 歳までの方＝
通算 6 回

△

妻の年齢が 40 歳～
43 歳未満の方＝通算 3 回を上
限（妻の年齢が 43 歳以上の方
は助成できません）
備考　申請には、市様式の申請
書（市ウェブサイトに掲載）と
医師の受診証明書、県特定不妊
治療助成事業承認決定通知書の
写しなどが必要
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

特定不妊治療費の
助成を開始します

心の通い合う街①
豊かな高齢社会の実現を

　日本は現在、人口のほぼ 4
人に 1 人が 65 歳以上の高齢
者となり、急速に高齢化が進
んでいます。そうした中、高
齢者が安心していきいきと暮
らせる社会の実現が課題と
なっています。
　社会に貢献したい、働きた
いという高齢者はたくさんい
ます。「もう年なんだから」
と年齢だけを理由に社会参加
を妨げず、それぞれの個性や
能力を尊重し、高齢者が自立
して生きることができる社会
を築いていきましょう。
資料提供　まちづくり推進課

5 月 31 日（火）まで

軽自動車税　　全期
介護保険料　　随時
国民健康保険　随時
後期高齢医療　随時

今月の

納　税
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カルチャー カルチャー

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日

C
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平成 28 年度企画展　感染症の世界
～顧みられない熱帯病を中心として～

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

　感染症治療の歴史をひもとき、現在、世界各地で
流行している感染症の特徴や治療方法を紹介します。
期間　4 月 27 日～平成 29 年 3 月 31 日
場所　展示館 2 階特設会場

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 5 日（日）　 各 務 野・ 自 然
観察ウオーク  濃い緑の森を
見よう～コウホネの花・ハル
ゼミの声・キビタキの声～
持参品　筆記用具、長袖長
ズボン
■ 12 日（日）　植物（ミドリ）のチカラ　アロマの「虫
よけスプレー」づくり
　虫が出てくる季節。植物の
チカラを利用した虫よけスプ
レー作りに挑戦してみよう！ 
持参品　筆記用具、持ち帰り
用の袋、材料費 300 円
■ 19 日（日）　「ボトルアクアリウム」をつくろう
　エビと水草、砂を使い自然
の状態に近いアクアリウムを
作って、飼育してみよう！
持参品　筆記用具、汚れても
よい服装、ハンカチ、材料費
500 円
■ 26 日（日）　木工教室「木箱」づくり
　木の板に焼き付けるウッド
バーニングで、大切なものを
保管する木箱をつくってみよ
う！
持参品　筆記用具、持ち帰り
用の袋、材料費 900 円

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00（12 日・19 日は 11:30 まで）
対象　小学生の親子（5 日は大人のみも可）
定員　30 人（申込順）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込　5 月 1 日～、「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号、
返信用メールアドレス、付き添いの方がいればその
旨」を明記し、メールで shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
6 月の「自然体験塾講座」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8  　
㊡月曜日、祝日

中央図書館
☎ 058-383-1122

A
R
T 素敵な作品に出会えます

中央図書館３階市民ギャラリー

■第 25 回山水会水彩画展
期間　5 月 18 日～ 22 日　9:00 ～ 17:00（18 日は
11:00 ～、22 日は 16:00 まで）
詳細　山水会・髙橋☎ 058-383-6130

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 5/2・6・9・10・13・16・17・23・30

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　今回のふるさと案内人は「大安寺川ホタルを育て
る会」の皆さんです。
日時　5 月 28 日（土）　18:00 ～ 20:30（雨天中止）
場所　鵜沼西町交流館（鵜沼西町１）集合
対象　親子、一般
定員　20 人（抽選）
申込　5 月 17 日（必着）までに「講座名、参加者全
員の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴される
方は学年または年齢」を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp または往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、はが
き 1 枚持参）
備考　現地まではウオーキング（片道 20 分程度）

ふるさと探検講座
「大安寺川のホタルを見にいこう」N

A
TU
R
E

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

 　高校生ボランティアが皆さんの質問にお答えします。
日時　5 月 21 日（土）　10:00 ～ 12:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
申込　5 月 17 日までに、電話などで「主に質問し
たいことなど」を中央ライフデザインセンター

　最終回は、市民会館のステージで発表します。
日時　6 月 5 日・12 日・26 日、7 月 3 日・10 日・24 日、
8 月 7 日・21 日・28 日、9 月 4 日・18 日・25 日、
10 月 2 日　いずれも日曜日　9:00 ～ 10:30（全 13 回）
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）ほか
対象　小学 3 ～ 6 年生
定員　20 人（抽選）
費用　受講料 1950 円（別途衣装代 4000 円程度）
申込　5 月 20 日 ( 必着）までに「講座名、参加者の
氏名・学校名・学年、住所、保護者の氏名、電話番号」
を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.gifu.
jp または往復はがきで中央ライフデザインセンター

（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

小学生チャレンジ講座
「楽しくヒップホップダンス」K

ID
S

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日（5/3 は開館）・5/6

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

K
ID
S 技術を磨いて、目指せ世界大会！

「レゴロボット集中講座」

　岐阜予選会を勝ち抜き、JAPAN 大会に挑戦しよう。
日時　6 月 5 日・12 日・19 日　いずれも日曜日　
10:00 ～ 15:00（全 3 回）
対象　パソコン操作のできる小学 4 年生～中学 3
年生
定員　20 人（申込順）
内容　レゴロボットの組み立てとパソコンによる中
級プログラミング、世界大会参加に向けての講座
費用　2000 円（別途入館料が必要）
入館料　大人 800 円、小・中学生 300 円、60 歳以上・
高校生 500 円
申込　5 月 9 日　9:30 ～ 15 日に、電話でかかみが
はら航空宇宙科学博物館
備考　

△

7 月 2 日に予選会の試走会を開催（予選
参加は 2・3 人で 1 グループ）

△

7 月 3 日に WRO
岐阜地区予選を開催

日時　5 月 15 日（日）　① 10:00 ～ 11:45 ② 13:00 ～
15:30（雨天中止）
申込　当日 9:30 ～博物館受付（別途入館料が必要）
入館料　大人 800 円、小・中学生 300 円、60 歳以上・
高校生 500 円

C
U
LT
U
R
E

屋外展示機「US-1A 救難飛行艇」
特別公開

■鵜沼中学校第 9 回ふれあいコンサート
日時　5 月 4 日（水・祝）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　文化ホール
詳細　鵜沼中学校吹奏楽部☎ 058-384-0323
■各務原西高等学校吹奏楽部第 24 回定期演奏会
日時　5 月 8 日（日）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　市民会館
詳細　各務原西高等学校☎ 058-371-0123
■第 2 回大谷泰史リサイタル
日時　5 月 15 日（日）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　市民会館
費用　一般 2000 円、高校生以下 1000 円
詳細　大谷泰史リサイタル実行委員会・大谷☎ 090-
9171-9599
■市民の劇場　南こうせつコンサートツアー 2016
～緑の旅人～
日時　9 月 10 日（土）　17:00 ～（開場 16:15）
場所　市民会館
出演　南こうせつ
費用　6000 円（全席指定）
チケット販売　５月 14 日　10:00 ～、市民会館、市
いきいき楽習課（16 日～、産業文化センター６階）、
東ライフデザインセンター、川島ライフデザインセ
ンター、マーサ 21、マーゴ、チケットぴあ（Ｐコード：
290-914）サークルＫ、サンクス、セブンイレブン

M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
よ
り
も
カ
ロ

リ
ー
が
高
い
の
で
、
食
べ
る
量

に
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い

の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ロ
リ
ー
だ
け
で
な

く
、
塩
分
量
に
も
気
を
付
け
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、

健
康
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
カ

ロ
リ
ー
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

方
が
高
い
け
ど
、
塩
分
量
で
い

う
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
方
が

高
い
そ
う
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
を

気
に
す
る
か
、
塩
分
を
気
に
す

る
か
に
よ
っ
て
、
お
や
つ
の
選

択
も
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

お
や
つ
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
塩
分
の
補
給
、
集
中
力
の
向

上
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
と
さ
ま

ざ
ま
な
利
点
が
あ
る
の
で
、
目

的
に
応
じ
た
お
や
つ
の
選
択
を

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

文
・
３
年
　
水
野
桃も

も
か花
さ
ん（
執

筆
当
時
は
２
年
生
）

おやつとの付き合い方
鵜沼中学校

　

体
を
よ
く
動
か
す
人
や
、
よ

く
運
動
を
す
る
人
は
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、
肥
満
、
骨
粗
し
ょ
う

症
、
結
腸
が
ん
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
か
か
り
に
く
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
に
は
、
歩
行
な

ど
日
常
生
活
で
の
身
体
活
動

が
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
体
を
動
か
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ア
イ
ビ
ー
（
セ
イ
ヨ
ウ
キ

ヅ
タ
）」
は
、
２
年
前
私
た
ち

の
サ
ー
ク
ル
で
初
め
て
取
り
組

ん
だ
植
物
画
で
す
。
濃
緑
色
、

ハ
ー
ト
型
、
主
脈
と
側
脈
が
３

つ
に
分
か
れ
細
脈
が
美
し
く
、

葉
に
厚
み
が
あ
り
光
沢
も
あ
り

ま
す
。
特
性
を
植
物
学
的
（
ボ

タ
ニ
カ
ル
）
に
調
べ
、
忠
実
に

描
く
の
が
植
物
画
で
す
。

　

植
物
画
家
の
舩
橋
弓
子
先
生

に
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

２
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

描
い
た
と
き
は
、
本
物
そ
っ
く

り
に
描
け
た
と
み
ん
な
大
興

奮
。
植
物
画
へ
一
歩
近
づ
い
た

気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
の

夏
休
み
に
は
、
子
ど
も
教
室
で

植
物
画
を
行
い
、好
評
で
し
た
。

　

最
近
は
、
描
き
た
い
植
物
を

見
つ
け
て
き
て
描
く
よ
う
に
な

り
、
表
現
技
法
に
悩
む
こ
と
ば

か
り
。
で
も
、
先
生
か
ら
茎
か

ら
葉
や
花
が
ど
う
つ
い
て
花
が

咲
く
の
か
、
花
の
仕
組
み
は
ど

う
か
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
、「
植
物
の
仕
組
み
に
は
無

駄
な
も
の
は
一
つ
も
な
い
」
と

植
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。
ど
れ
も
苦
心
の
末
の

力
作
で
す
。
作
品
は
、
サ
ー
ク

ル
発
表
会
で
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活
動
日
　
第
１
・
３
木
曜
日

場
所　

蘇
原
福
祉
セ
ン
タ
ー（
蘇

原
吉
新
町
２
、９
月
か
ら
は
中

央
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）

会
費　

月
２
０
０
０
円

詳
細　

松
尾
☎
０
９
０
（
８
６

７
０
）
３
５
７
４

アイビークラブ

身
体
活
動
量
の
増
加
で

健
康
ア
ッ
プ

　
「
身
体
活
動
の
強
さ
×
行
っ

た
時
間
」
で
表
さ
れ
る
「
身
体

活
動
量
」
の
増
加
に
よ
り
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
効
果
が
上
が

り
ま
す
。
約
10
分
間
の
歩
行
を

１
日
２
～
３
回
行
う
程
度
で

も
、
続
け
る
こ
と
で
健
康
へ
の

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

家
事
、
園
芸
、
通
勤
や
買
い

物
の
た
め
の
歩
行
な
ど
、
全
て

の
身
体
活
動
が
健
康
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
運
動

に
よ
る
健
康
へ
の
効
果
は
普
及

し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
運
動
を

習
慣
と
し
て
行
っ
て
い
る
人
の

割
合
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
の
維
持
、
増
進
の
た
め

に
、
無
理
な
く
日
常
生
活
の
中

で
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
く
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

　

私
は
、
毎
日
お
や
つ
を
食
べ

ま
す
。
学
校
か
ら
帰
っ
た
と
き

や
、
部
活
の
後
な
ど
の
疲
れ
た

と
き
に
、お
や
つ
を
食
べ
ま
す
。

今
回
カ
ル
ビ
ー
の
方
の
話
を
聞

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
お
や
つ
と

の
付
き
合
い
方
を
見
直
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
普
段
何
気
な
く

食
べ
る
お
や
つ
に
も
、
ち
ゃ
ん

と
意
味
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
お
い
し
い

物
、
好
き
な
物
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
で
き

る
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
食

べ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
、
な
ど
と
い
っ
た

心
理
的
な
面
。
ま
た
、
勉
強
や

運
動
で
疲
れ
た
体
に
栄
養
を
補

給
す
る
補
食
と
し
て
の
役
割
。

今
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た

お
や
つ
に
は
、
大
切
な
役
割
が

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

次
に
お
や
つ
の
カ
ロ
リ
ー
に

つ
い
て
の
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
１
日
の
う
ち
、
お
や
つ
か

ら
摂
取
す
る
カ
ロ
リ
ー
の
目
安

は
、
約
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
で
い
う
と
、

１
袋
の
約
半
分
く
ら
い
だ
そ
う

で
す
。
実
際
に
量
を
見
て
み
る

と
、
想
像
よ
り
少
な
く
感
じ
ま

し
た
。
私
の
好
き
な
お
や
つ
で

あ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
ポ

生
活
習
慣
病
予
防
に
、
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
！

藤田博之さん / 田中亜季さん｜人事交流で各務原市役所に勤務

　

互
い
に
他
市
の「
強
み
」を
学

ぶ
た
め
、平
成
26
年
度
に
始
ま
っ

た
各
務
原
市
と
関
市
、
美
濃
加

茂
市
の
人
事
交
流
。
４
月
か
ら

新
た
に
２
人
の
職
員
が
、
各
務

原
市
役
所
に
配
属
さ
れ
た
。

　

関
市
役
所
の
藤
田
博
之
さ
ん

は
、
商
工
振
興
課
に
配
属
、
企

業
の
誘
致
な
ど
を
担
当
す
る
。

「
関
と
各
務
原
、
両
市
の
産
業

構
造
は
異
な
り
ま
す
が
、
商
工

業
振
興
の
イ
ロ
ハ
を
学
び
た
い

で
す
」
と
意
欲
は
高
い
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
関
市
で
は
税

に
関
す
る
業
務
を
担
当
。
他
市

の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
た
と

き
な
ど
に
、「
各
務
原
の
職
員
か

ら
は
法
律
の
解
釈
や
根
拠
を
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
き
っ
ち

り
仕
事
を
し
て
い
る
印
象
を
持

ち
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

配
属
早
々
、
フ
ー
ド
バ
ト
ル

に
携
わ
っ
た
藤
田
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
業
務
に
、
大
き

な
刺
激
を
受
け
、
今
後
の
業
務

が
楽
し
み
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

一
方
、
美
濃
加
茂
市
で
、
子

ど
も
、
子
育
て
に
関
す
る
業
務

を
担
当
し
て
い
た
田
中
亜
季
さ

ん
は
、
ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
で
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

す
る
。「
旅
行
が
好
き
で
、
都
市

ブ
ラ
ン
ド
や
観
光
に
関
心
が
あ

り
ま
す
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。

各
務
原
の
魅
力
を
提
供
す
る
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、「
市
民

の
方
と
ふ
れ
あ
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

田
中
さ
ん
は
各
務
原
市
の
印

象
に
つ
い
て
、「
大
き
な
企
業
や

店
舗
が
多
く
、
交
通
の
便
が
良

い
。少
し
う
ら
や
ま
し
い
で
す
」

と
話
す
。
職
員
や
た
く
さ
ん
の

市
民
の
方
と
関
わ
る
こ
と
で
、

各
務
原
の
強
み
を
学
び
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
だ
配
属
さ
れ
た
ば
か
り
の

２
人
だ
が
、
各
務
原
の
職
員
に

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
時
間
を
重

ね
る
こ
と
で
、
互
い
に
よ
い
影

響
を
及
ぼ
し
、
３
市
交
流
は
よ

り
活
発
に
な
る
。
そ
の
潤
滑
油

と
な
る
２
人
の
活
躍
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。

FUJITA Hiroyuki（写真右）
TANAKA Aki（同左）
関市の「刃物まつり」と、美濃加
茂市特産「堂上蜂屋柿」を PR。

多くの市民の方や職員と関わり、三市交流を活発に

区分 男性 女性

20 ～ 64 歳 9000 歩 8500 歩

65 歳以上 7000 歩 6000 歩

【「歩く」運動の目安】
　「第２次健康日本 21」では、
身体活動・運動分野の目標値
を下記のとおり設定してい
ます（１日あたりの歩数）。
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

め
ざ
せ
！

　4 月 2 日・3 日、市民公園一帯で、春の風物詩「桜
まつり  20 万人の広場」が開催されました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
暖かく、さわやかな午前に撮影しました。多くの
人がパレードや催し物を楽しんでいました。
芝生広場や境川の満開の桜の下で、家族や夫婦、
友人、恋人などが思い思いの形で絆を深めている
姿を見ていると、この桜まつりが、そうしたつな
がりを育むいい機会になっていると感じました。

希望あふれる未来へ向かって

交通安全、「気
キー

をつけて」！ 珠玉の写真たちが市役所を彩る

新就職者激励の集い

春の全国交通安全運動 「市民カメラマン」写真展示

桜まつり「20万人の広場」

　入学や就職など、多くの方が新たなスタートを
切る新年度。その初日となる 4 月 1 日、市内企
業や事業所に就職した皆さんの門出を祝う、恒例
の「新就職者激励の集い」が開催されました。
　新就職者を代表して、市内の航空機関連企業に
就職した長田義仁さんが、「会社や自分自身のた
め、それぞれの職場で力を発揮し活躍したい」と
力強く宣誓。希望あふれる未来への第一歩を踏み
出しました。　　　　　　　　　（あすかホール）

　4 月 6 日～ 15 日の「春の全国交通安全運動」
に合わせ、学びの森東側の欅

けやき

通りで、「交通事故
死ゼロを目指す日作戦」が行われました。
　交通安全対策協議会員やミスかかみがはらから

「安全運転でお願いします」との言葉とともにド
ライバーに手渡されたのは、「キー（気）をつける」
にちなんだ「キーホルダー」。受け取ったドライ
バーの皆さんは、「事故しないよう気を付けます」
と、笑顔でハンドルを握り直していました。

　「市民カメラマン」は、市内の行事や風景を撮影
し、市の魅力を発信するボランティア。4 月から、
市役所本庁舎と産業文化センターの 1 階壁面に、
これまでに撮影した写真を展示しています。
　現在は、「桜まつり」や「シティマラソン」など、
春の行事を写した写真が展示されており、今後、
季節に合わせ定期的に写真を入れ替える予定です。
　各務原の魅力を写真で伝える 3 人のカメラマン。
市役所に来た際は、ぜひその作品をご覧ください。
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【これまでのあらすじ】大正8年（1919年）4月16日。平田竹男は、旧友の兵頭とともに、各務原飛行場で行われたフランス航
　　　　　　　　　　空団の模範演技を見物する。畑仕事のため先に帰った竹男は、兵頭との生まれの違いを感じつつ家に戻り…
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ハガキ絵

「孫へのプレゼント」

街角で出会った絵に誘われ、絵筆を取ってから 20 年が

経ちました。まったく未経験だった私も、以前には出せ

なかった色や味わいを出せるようになりました。

絵の教室での楽しいひとときや、皆で参加する展覧会な

どは、私にとってかけがえのない時間。これからも、春

夏秋冬や花の美しさを、絵を通して感じていきたいです。 久
ひさとみ

富恭子さん
（那加不動丘）

CITY
GALLERY

親から受け継いだ思いを、絵とともに孫へ

⻆川　兼
けんしん

進ちゃん（H27.3.4 生）

初めて電車に乗って市民公園でお花見。芝生

で元気いっぱい走って楽しかったね！

（光さん・円香さん、鵜沼各務原町）

いつも元気な兼進くん、よく食べて、よく遊

んでスクスク育ってね !

（高史さん・香さん、川島松倉町）

足立　十
と わ

環ちゃん（H27.1.19 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8446 人（男　7万 3393 人・女　7万 5053 人）

世帯｜ 5万 7998 世帯　　　　　平成 28 年 4月 1日現在
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